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「
戦
争
絶
対
反
対
」「
安
倍
倒
せ
！
」

全
国

百
数
十
万
人
の
決
起

戦
争
法
案
と
国
鉄
決
戦
を
軸
と
す
る

階
級
闘
争
は
激
し
い
動
・
反
動
・
動
の

激
突
に
勝
利
し
、
非
和
解
で
闘
う
労
働

者
階
級
人
民
の
闘
い
は
着
実
に
前
進
し

て
い
る
。
他
方
、
安
倍
は
戦
争
法
案
を

め
ぐ
る
審
議
の
全
過
程
で
「
墓
穴
」
を

深
め
て
い
る
。
安
倍
が
戦
争
法
強
行
の

暴
挙
に
突
っ
走
ろ
う
と
も
、
労
働
者
階

級
人
民
の
戦
争
絶
対
反
対
の
階
級
的
意

思
を
非
和
解
で
貫
く
こ
と
に
よ
っ
て
戦

争
は
阻
止
で
き
る
。
そ
し
て
安
倍
は
、

必
ず
、
打
倒
で
き
る
。

８
月

30
日
、
戦
争
絶
対
反
対
・
戦
争

法
案
阻
止
の

10
数
万
人
の
怒
り
が
国
会

を
包
囲
し
、
全
国
３
０
０
ヶ
所
で
１
０

０
万
人
を
超
え
る
労
働
者
階
級
民
衆
が

「
安
倍
を
倒
せ
！
」
の
行
動
に
決
起
し
た
。

中
国
バ
ブ
ル
の
崩
壊
は
、
中
国
発
の

世
界
同
時
の
株
大
暴
落
と
な
っ
て
爆
発

し
て
い
る
。
こ
れ
は
世
界
大
恐
慌
が

「
恐
慌
の
中
の
恐
慌
」
へ
突
入
し
、
本
格

的
な
世
界
恐
慌
が
大
爆
発
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
戦
争
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
・
中
東
・
ア
ジ
ア
の
「
三
正

面
」
で
爆
発
し
て
い
る
。
世
界
同
時
の

株
大
暴
落
と
争
闘
戦
の
激
化
は
戦
争
の

危
機
を
「
世
界
戦
争
（
核
戦
争
）
」
へ
と

押
し
上
げ
、
ア
ジ
ア
で
は
「
朝
鮮
戦
争
」

の
一
触
触
発
の
危
機
と
し
て
焦
点
化
し

て
い
る
。

８
月

25
日
未
明
、
「
南
北
会
談
合
意
」

で
「
一
触
即
発
の
緊
張
は
緩
和
」
さ
れ

た
。
だ
が
戦
後
、
帝
国
主
義
と
ス
タ
ー

リ
ン
主
義
に
よ
る
「
南
北
分
断
」
と
い

う
朝
鮮
支
配
の
根
本
的
矛
盾

が
新
自
由
主
義
の
全
面
的
崩

壊
と
中
国
バ
ブ
ル
の
崩
壊
を

契
機
に
「
朝
鮮
戦
争
」
の
危

機
が
さ
ら
に
激
化
し
て
い
る
。

「
作
戦
計
画
５
０
１
５
」

と
「
４
Ｄ
作
戦
概
念
」

の
統
合
軍
事
作
戦

今
回
の
「
一
触
即
発
の
危

機
」
を
引
ず
り
出
し
た
の
が

大
規
模
の
米
韓
合
同
軍
事

演
習
「
乙
支
（
ウ
ル
チ
）
フ

リ
ー
ダ
ム
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
」

で
あ
る
。
米
韓
が
適
用
し
た

合
同
訓
練
は
、
「
正
規
戦
対

応
連
合
作
戦
計
画
」
と
「
戦

時
危
機
管
理
措
置
」
と
い
う

「
作
戦
計
画
５
０
２
７
」
と

非
常
事
態
対
応
「
作
戦
計
画

５
０
２
９
」
を
統
合
し
た
新

た
な
「
作
戦
計
画
５
０
１
５
」

を
完
成
す
る
目
的
で
計
画
さ
れ
た
米
韓

の
「
朝
鮮
全
面
戦
争
計
画
」
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
米
韓
合
同
軍
事
演
習

に
は
自
治
体
公
務
員
、
民
間
労
働
者
な

ど

40
万
人
以
上
が
計
画
的
に
動
員
さ
れ
、

実
施
・
検
証
さ
れ
て
い
る
。
米
空
軍
は

訓
練
に
合
わ
せ
Ｂ
ー
２
爆
撃
機
３
機
と
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運
用
要
員
２
２
５
人
を
グ
ア
ム
・
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
基
地
に
循
環
配
置
す
る
な
ど
、

「
作
戦
計
画
５
０
１
５
」
に
合
わ
せ
て
Ｂ
ー

２
、
Ｂ
ー

52
、
Ｆ
ー

22
を
先
制
攻
撃
の

訓
練
を
実
施
し
た
。

「
作
戦
計
画
５
０
１
５
」
の
主
要
設
定

は
、「
全
面
戦
争
＋
局
地
戦
の
拡
大
＋
核
・

ミ
サ
イ
ル
攻
撃
の
脅
威
」
に
対
応
す
る

作
戦
計
画
で
あ
る
。
核
心
は
、
北
朝
鮮

の
軍
事
拠
点
（
根
拠
地
）
と
ミ
サ
イ
ル
、

指
揮
・
中
枢
部
を
先
制
的
に
攻
撃
し
、

無
力
化
し
、
北
朝
鮮
を
一
挙
に
制
圧
・

統
一
す
る
軍
事
作
戦
で
あ
る
。
体
制
崩

壊
の
危
機
に
あ
る
北
朝
鮮
・
金
正
恩
が

激
甚
な
「
一
触
即
発
」
的
反
応
を
起
こ

す
の
は
「
当
然
」
と
も
い
え
る
。

「
作
戦
計
画
５
０
１
５
」
に
つ
い
て
少

し
見
て
み
よ
う
。
同
計
画
は
、
２
０
１

５
年
６
月
、
チ
ェ
・
ユ
ン
ヒ
合
同
参
謀

議
長
と
カ
ー
チ
ス
・
ス
カ
パ
ロ
ッ
テ
ィ

米
韓
連
合
司
令
官
が
署
名
し
た
。
１
９

７
４
年
に
策
定
さ
れ
た
「
作
戦
計
画
５

０
２
７
ー

74
（
有
事
に
軍
事
力
の
朝
鮮

半
島
前
進
配
置
）
」
は
そ
の
後
、
「
作
戦

計
画
５
０
２
７
ー

92
（
北
進
作
戦
と
平

壌
包
囲
）
」
、
「
作
戦
計
画
５
０
２
７
ー

98

（
寧
辺
（
ヨ
ン
ビ
ョ
ン
）
核
施
設
へ
の
先

制
攻
撃
を
含
む
）
」
へ
と
改
定
し
て
き
た
。

米
韓
は
２
０
０
０
代
に
入
り
、
北
朝

鮮
の
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
、
核
開

発
の
「
兆
候
」
な
ど
を
口
実
に
北
朝
鮮

の
主
要
施
設
へ
の
「
先
制
攻
撃
」
を
お

こ
な
う
作
戦
概
念
を
補
完
し
て
き
た
。

「
作
戦
計
画
５
０
１
５
」
は
、
北
朝
鮮
へ

の
「
先
制
攻
撃
」
が
「
相
当
の
レ
ベ
ル

で
具
体
化
さ
れ
」
、
「
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

ル
攻
撃
を
含
め
た
全
面
戦
争
の
兆
候
が

明
ら
か
だ
と
判
断
さ
れ
る
時
に
、
韓
国

軍
が
先
に
攻
撃
で
き
る
」
、
「
事
実
上
の

同
時
攻
撃
だ
と
理
解
す
べ
き
だ
」
（
軍
関

係
者
）
と
し
て
い
る
。

先
制
攻
撃
は

自
衛
権
の
発
動

ま
た
「
作
戦
計
画
５
０
１
５
」
の

「
先
制
攻
撃
」
は
、
「
４
Ｄ
作
戦
概
念
」

と
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
米
韓
は
今
年
４
月
、
ワ
シ

ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
７
回
米
韓
国

防
統
合
協
議
体
会
議
で
、
「
４
Ｄ
作
戦
概

念
」
を
「
作
戦
計
画
」
に
発
展
さ
せ
る

た
め
に
別
組
織
で
あ
る
「
米
韓
抑
制
戦

略
委
員
会
」
発
足
に
合
意
し
た
。

「
４
Ｄ
」
と
は
、
「
探
知
（de

t
ec
t

）
、

防
御
（defence

）、
撹
乱
（distrupt

）、

破
壊
（de

s
tr
o
y

）
」
を
意
味
す
る
。

「
４
Ｄ
作
戦
概
念
」
と
は
、
監
視
・
偵

察
戦
力
を
活
用
し
た
段
階
か
ら
、
北
朝

鮮
の
移
動
発
射
装
置
及
び
ミ
サ
イ
ル
破

壊
に
踏
み
込
む
具
体
的
な
作
戦
計
画
で

あ
る
。
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
発
射

の
兆
候
が
見
ら
れ
た
ら
、
30
分
以
内
に

先
制
攻
撃
す
る
と
い
う
韓
国
軍
の
「
キ

ル
チ
ェ
ー
ン
」
の
概
念
も
、
今
回
の
作

戦
計
画
に
含
ま
れ
て
い
る
。

「
北
朝
鮮
が
核
・
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
す

る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
軍
事
的
に
対
応

し
て
被
害
を
予
防
す
る
こ
と
は
、
先
制

攻
撃
で
は
な
く
、
自
衛
権
に
基
づ
く
対

応
」
（
軍
関
係
者
）
で
あ
る
と
し
て
、

「
先
制
攻
撃
」
は
「
自
衛
権
の
発
動
」
で

あ
る
こ
と
を
押
し
出
し
て
い
る
。
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要
す
る
に
、
「
同
時
攻
撃
だ

と
理
解
す
べ
き
だ
」
な
ど
と
述

べ
て
い
る
が
、
北
朝
鮮
が
「
全

面
戦
争
の
兆
候
」
を
「
示
し
た
」

と
米
韓
が
「
判
断
」
し
た
段
階

で
、
米
・
韓
国
軍
が
「
先
制
対

応
レ
ベ
ル
」
で
「
30
分
以
内
」

に
「
先
制
攻
撃
」
が
で
き
る
と

い
う
前
提
に
な
っ
て
い
る
。

８
月

17
日
か
ら

28
日
ま
で

実
施
さ
れ
た
「
乙
支
（
ウ
ル
チ
）

フ
リ
ー
ダ
ム
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
」

は
、
初
め
て
こ
の
「
作
戦
計
画
」

と
「
作
戦
概
念
」
が
導
入
さ
れ
、

そ
れ
を
実
戦
対
応
レ
ベ
ル
で

「
検
証
」
し
、
除
隊
別
の
隷
下

部
隊
に
ま
で
適
用
す
る
計
画
な

ど
を
年
末
ま
で
に
完
成
さ
せ
、

２
０
１
６
年
か
ら
本
格
的
に
適

用
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
合
同

実
戦
軍
事
作
戦
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
北
朝
鮮
へ
の

「
先
制
攻
撃
」
を
核
心
と
す
る

「
全
面
戦
争
＝
総
力
戦
」
体
制

の
構
築
を
具
体
的
に
検
証
・
訓
練
し
、

「

大
規
模
の
米
韓
合
同
軍
事
作
戦
」
と

し
て
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
米
帝
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
へ
の

「
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
」
、
「
米
国
家
軍
事
戦

略
」
と
一
体
で
あ
る
。

８
月
７
日
の
軍
事
境
界
線
の
Ｄ
Ｍ
Ｚ

（
非
武
装
地
帯
）
で
の
地
雷
爆
発
、

韓
国
の
北
朝
鮮
・
金
正
恩
体
制
批

判
の
放
送
再
開
、
こ
れ
に
対
す
る

北
朝
鮮
の
砲
撃
と
韓
国
の
砲
撃
戦
、

北
朝
鮮
の
前
線
へ
の
「
準
戦
時
体

制
」
発
令
と
韓
国
軍
の
前
線
へ
の

移
動
配
備
と
い
う
「
一
触
即
発
」

の
危
機
の
全
過
程
に
重
ね
て
み
れ
ば
、

あ
る
段
階
で
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
移
動

な
ど
の
「
兆
候
」
を
示
し
た
時
点
で
米

韓
か
ら
北
朝
鮮
へ
の
「
全
面
的
先
制
攻

撃
」
が
で
き
る
と
い
う
作
戦
計
画
が
具

体
化
し
、
北
朝
鮮
の
全
軍
事
拠
点
（
根

拠
地
）
、
指
揮
・
情
報
・
統
制
中
枢
部
を

先
制
的
に
攻
撃
し
、
無
力
化
し
、
北
朝

鮮
を
一
挙
に
制
圧
・
統
一
す
る
全
面
戦

争
に
突
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

全
面
戦
争
を
前
提
と
す
る
先
制
攻
撃
の

「
具
体
化
」
は
、
世
界
戦
争
（
核
戦
争
）

に
転
換
す
る
道
筋
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

戦
後
の
帝
国
主
義
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義

の
南
北
分
断
支
配
、
世
界
大
恐
慌
の

「
恐
慌
の
中
の
恐
慌
」
へ
の
突
入
と
い
う
、

ま
さ
に
戦
後
体
制
と
新
自
由
主
義
の
全

面
的
崩
壊
が
引
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

全
面
戦
争
の
危
機
は

革
命
情
勢
の
急
接
近
情
勢

韓
国
ゼ
ネ
ス
ト
に
連
帯
し
、
11
・

１
労
働
者
集
会

１
万
結
集
へ

戦
争
の
危
機
は
同
時
に
、
南
北
分
断

へ
の
労
働
者
階
級
人
民
の
怒
り
、
朝
鮮

半
島
有
事
が
韓
国
・
パ
ク
・
ク
ネ
政
権

と
北
朝
鮮
・
金
正
恩
体
制
へ
の
労
働
者

階
級
人
民
の
怒
り
と
し
て
爆
発
し
、
そ

れ
は
韓
国
民
主
労
総
の
ゼ
ネ
ス
ト
と
パ

ク
・
ク
ネ
打
倒
の
革
命
情
勢
を
一
挙
に

引
き
寄
せ
る
も
の
と
な
る
。
韓
国
民
主

労
総
の
パ
ク
・
ク
ネ
打
倒
に
向
け
た

11

～

12
月
ゼ
ネ
ス
ト
に
連
帯
し
、
戦
争
法

強
行
に
突
進
す
る
日
帝
・
安
倍
政
権
を

国
際
連
帯
の
強
化
で
打
倒
す
る
闘
い
力

強
く
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
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右
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デ
モ
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加
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と
で
す
。

こ
の
情
勢
に
締
め
上
げ
ら
れ
て
い
る

の
が
日
帝
・
安
倍
政
権
で
あ
る
。
安
倍

が
な
ん
と
し
て
も
強
行
成
立
せ
ん
と
し

て
い
る
戦
争
法
は
、「
戦
争
と
革
命
情
勢
」

下
に
お
け
る
「
朝
鮮
有
事
」
に
、
日
米

安
保
を
水
路
に
日
本
帝
国
主
義
と
し
て

参
戦
す
る
た
め
の
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
で
あ
り
、
釣
魚
台
（
尖
閣
諸
島
）
、
東

中
国
海
に
お
け
る

石
油
資
源
の
争
奪

を
め
ぐ
る
戦
争
と

軍
拡
の
た
め
で
あ

る
。労

働
者
階
級
人

民
が
戦
後
、
守
り

続
け
て
き
た
戦
争

絶
対
反
対
の
階
級

的
意
思
が
、
安
倍

へ
の
激
し
い
怒
り

と
し
て
爆
発
し
、

そ
の
不
屈
な
怒
り

が
「
安
倍
倒
せ
」

と
い
う
行
動
と
し

て
数
十
万
の
労
働

者
階
級
民
衆
が
安

保
国
会
を
埋
め
尽

く
し
、
全
国
数
百

所
で
の
「
安
倍
倒

せ
」
の
怒
り
と
し

て
爆
発
し
て
い
る
。

「
戦
後

70
年
談
話
」

の
結
論
も
「
価
値
を

共
有
す
る
国
々
と
手

を
携
え
て
、
『
積
極
的

平
和
主
義
』
の
旗
を

高
く
掲
げ
、
世
界
の

平
和
と
繁
栄
に
こ
れ

ま
で
以
上
に
貢
献
」

す
る
と
し
て
い

る
。
要
す
る
に

安

倍

が

い

う

「
世
界
の
平
和
と

繁
栄
」
と
は
、

１
％
に
と
っ
て

の
「
繁
栄
と
平

和
」
で
あ
る
。

そ
し
て
「
国
家
」

と
は
１
％
の
利

益
を
守
る
た
め

の
「
国
家
」
で

あ
る
。
「
平
和
」
や
「
存
立
事
態
」
の
名

で
労
働
者
階
級
人
民
を
戦
争
に
動
員
せ

ん
と
す
る
の
が
安
倍
だ
。
安
倍
談
話
、

戦
争
法
は
、
日
韓
労
働
者
階
級
人
民
の

怒
り
の
火
に
油
を
注
ぎ
、
戦
争
法
へ
の

怒
り
は
安
倍
政
権
へ
の
怒
り
と
し
て
、

よ
り
一
層
、
爆
発
し
て
い
く
。

戦
争
法
反
対
の
青
年
の
怒
り
を

体
制
内
翼
賛
運
動
に
抑
え
込

む

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
指
導
部

安
倍
政
権
の
戦
争
法
に
絶
対
反
対
で

は
な
く
、
あ
た
か
も
戦
争
法
に
反
対
し

て
い
る
か
の
よ
う
な
ポ
ー
ズ
を
と
り
な

が
ら
労
働
者
階
級
人
民
・
青
年
学
生
の

戦
争
法
へ
の
根
底
的
な
怒
り
を
「
体
制

内
運
動
」
に
抑
え
込
み
、
安
倍
政
権
の

危
機
に
「
救
済
の
手
」
を
差
し
伸
べ
て

い
る
の
が
日
共
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
と
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
指
導
部
で
あ
る
。
日
共
ス

タ
ー
リ
ン
主
義
は
、
労
働
者
階
級
人
民

の
戦
争
法
へ
の
怒
り
、
外
注
化
・
非
正

5
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と
労
組
交
流
セ
ン
タ
ー



規
職
化
へ
の
怒
り
、
原
発
再
稼
動
へ
の

怒
り
な
ど
の
全
労
働
者
階
級
人
民
の
闘

い
を
体
制
内
運
動
に
お
し
こ
め
る
存
在

と
し
て
、
誰
に
も
わ
か
る
形
態
で
登
場

し
て
い
る
。
「
戦
争
か
、
革
命
か
」
と
い

う
世
界
史
を
塗
り
替
え
る
戦
争
と
革
命

情
勢
に
帝
国
主
義
の
危
機
を
救
済
す
る

30
年
代
型
武
装
反
革
命
を
超
え
る

21
世

紀
型
反
革
命
と
し
て
日
共
ス
タ
ー
リ
ン

主
義
が
、
い
ま
登
場
し
て
い
る
。
そ
れ

を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
志
位
の

「
自
衛
隊
活
用
論
」
発
言
で
あ
る
。
そ
し

て
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
指
導
部
の
国
会
闘
争

で
の
言
動
で
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
指

導
部
は
闘
う
労
働
者
階
級
人
民
・
青
年

学
生
を
日
帝
警
察
権
力
へ
の
売
り
渡
し

に
踏
み
出
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
は
、
世

界
革
命
の
困
難
性

か
ら
逃
亡
し
、
一

国
社
会
主
義
を
唱

え
帝
国
主
義
に
屈

服
し
た
と
こ
ろ
か

ら
出
発
し
た
武
装

反
革
命
で
あ
る
。

日
共
ス
タ
ー
リ

ン
主
義
と
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｌ
Ｄ
ｓ
指
導
部
は
、

国
会
周
辺
で
の
不

当
な
デ
モ
規
制
警

備
を
行
う
警
察
権

力
に
「
感
謝
の
意
」

を
表
明
し
、
非
和

解
の
戦
争
絶
対
反

対
で
闘
う
労
働
者
・

学
生
を
警
察
権
力

に
売
り
渡
し
、
警

察
権
力
に
規
制
と

排
除
を
お
願
い
す

る
と
い
う
実
に
お

ぞ
ま
し
い
姿
を
世
界
に
晒
し
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
警
察
権
力
と
は
国
家

の
治
安
部
隊
で
あ
り
、
軍
隊
の
本
質
は

国
家
の
暴
力
装
置
で
あ
り
、
そ
の
暴
力

は
「
国
家
の
利
益
」
と
い
う
「
論
理
」

で
「
１
％
の
資
本
家
の
利
益
」
を
守
る

た
め
に
あ
り
、
さ
ら
に
１
％
の
資
本
化

が
世
界
の
資
源
を
強
奪
す
る
た
め
の
強

盗
戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
る
の
が
軍
隊
で

あ
り
、
労
働
者
兵
士
・
自
衛
官
で
あ
る
。

自
衛
官
一
人
ひ
と
り
の
入
隊
の
動
機
と

は
関
係
な
く
、
戦
争
法
の
強
行
と
一
体

で
「
経
済
的
徴
兵
」
な
ど
形
を
変
え
た

「
徴
兵
制
」
で
世
界
中
に
派
兵
さ
れ
、
殺

し
、
殺
さ
れ
る
強
盗
戦
争
に
青
年
を
駆

り
出
そ
う
と
し
て
い
う
の
が
安
倍
政
権

で
あ
る
。

「
安
倍
普
三
か
ら
日
本
を
守
れ
」

と
「
青
年
愛
国
運
動
」
を
絶
叫

す
る
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
指
導
部

こ
れ
に
対
し
日
共
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
・

志
位
は
、
「
自
衛
戦
争
」
賛
成
の
意
思
表

示
を
表
明
し
て
い
る
。
す
で
に
見
た
よ

う
に
韓
国
軍
は
「
作
戦
計
画
５
０
１
５
」

で
の
、
「
先
制
攻
撃
」
を
も
「
自
衛
権
の

発
動
」
で
あ
る
と
言
い
切
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
指
導
部
は
「
安
倍
普

三
か
ら
日
本
を
守
れ
」
コ
ー
ル
を
絶
叫

し
、
青
年
・
学
生
の
戦
争
絶
対
反
対
の

怒
り
を
「
青
年
愛
国
運
動
」
に
捻
じ
曲

げ
、
変
質
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
自
衛
戦
争
の
容
認
」
と
「
愛
国
運
動
」

は
、「
祖
国
擁
護
」
と
「
社
会
排
外
主
義
」

へ
の
道
に
転
落
し
、
帝
国
主
義
の
強
盗

戦
争
に
加
担
す
る
「
大
政
翼
賛
運
動
」
、

「
産
業
報
国
会
」
に
直
結
す
る
武
装
反
革

命
へ
の
道
で
あ
る
こ
と
を
あ
い
ま
い
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

要
す
る
に
日
共
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
は
、

戦
争
法
反
対
の
ポ
ー
ズ
を
と
り
な
が
ら

労
働
者
階
級
人
民
、
青
年
・
学
生
の
怒

り
を
「
愛
国
運
動
」
に
変
質
さ
せ
安
倍

政
権
と
戦
争
法
へ
の
怒
り
が
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
革
命
に
転
化
す
る
戦
い
を
圧
殺
・

解
体
す
る

21
世
紀
型
武
装
反
革
命
と
し

て
、
安
保
国
会
決
戦
の
真
っ
只
中
で
そ

の
姿
を
現
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

す
で
に
公
明
党
の
支
持
母
体
で
あ
る

「
創
価
学
会
」
は
内
部
か
ら
「
戦
争
反
対
」

の
決
起
が
開
始
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

日
共
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
内
部
か
ら
の

「
反
乱
」
も
不
可
避
で
あ
る
。

反
革
命
と
の
大
党
派
闘
争
に
勝
利
し
、

戦
争
法
と
安
倍
も
ろ
と
も
一
体
で
日
共

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
を
労
働
者
階
級
人
民

の
怒
り
で
打
倒
し
よ
う
！

そ
れ
が
兵
士
を
革
命
に
獲
得
す
る
闘

い
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
池
田
裁

判
の
勝
利
を
引
き
寄
せ
る
闘
い
で
あ
る
。
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７
・
１
閣
議
決
定
情
勢
下
で
旧
」

弁
護
団
が
解
散

池
田
さ
ん
の
裁
判
の
再
開
に
む
け
た

準
備
が
山
場
に
さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

昨
年

10
月
半
ば
、
旧
弁
護
団
が
次
々

と
辞
任
を
表
明
し
、
池
田
裁
判
が
つ
ぶ

さ
れ
る
寸
前
の
と
こ
ろ
ま
で
い
き
ま
し

た
。
一
方
で
安
倍
政
権
は
、
特
定
秘
密

保
護
法
の
強
行
に
続
い
て
、
集
団
的
自

衛
権
を
「
合
憲
化
」
し
、
日
米
安
保
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
か
ら
戦
争
法
の
一

括
国
会
上
程
に
む
か
っ
て
動
き
出
そ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
兵
士
と
労
働
者
を

新
た
な
戦
争
、
侵
略
戦
争
に
動
員
し
よ

う
と
い
う
、
帝
国
主
義
の
破
綻
と
危
機

が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

池
田
裁
判
の
再
開
は
、
ど
の
よ
う
な

重
大
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
か
あ
ら
た

め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

池
田
裁
判
は

戦
争
絶
対
反
対
を
貫
く
裁
判

労
働
者
階
級
と
そ
の
不
可
分
の
一
体

と
し
て
の
労
働
者
兵
士
に
と
っ
て
、
帝

国
主
義
の
戦
争
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
に

よ
る
そ
の
補
完
に
た
い
し
て
、
ど
う
い

う
立
場
で
闘
う
の
か
と
い
う
こ
と
が
、

根
底
に
お
い
て
問
わ
れ
る
裁
判
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
中
東
侵
略
戦

争
に
加
担
し
、
参
戦
す
る
こ
と
で
、
日

本
帝
国
主
義
の
根
幹
を
な
す
原
発
産
業
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
・
鉄
道
や
電
機
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
産
業
の
利
害
を
貫
こ
う
と

し
た
支
配
階
級
に
対
し
て
、
労
働
者
階

級
と
し
て
根
底
的
に
考
え
、
打
倒
す
べ

き
対
象
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

大
恐
慌
の
底
な
し
の
進
行
と
戦
後
支

配
体
制
の
完
全
な
行
き
詰
ま
り
に
規
定

さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
帝
国
主

義
間
争
闘
戦
は
現
状
破
壊
的
で
戦
争
的

な
激
し
さ
を
も
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１

２
年
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
・
ナ
イ
報
告
は
、

安
保
法
、
原
発
再
稼
動
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど

政
治
・
経
済
・
軍
事
の
す
べ
て
の
分
野

で
日
本
の
存
立
基
盤
を
根
こ
そ
ぎ
奪
お

う
と
す
る
激
し
さ
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
４
月
の
日
米
安
保
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
改
定
は
、
戦
争
法
の
成
立
を
ま
た
ず

に
、
「
戦
時
の
機
雷
掃
海
」
「
海
上
臨
検
」

「
ミ
サ
イ
ル
迎
撃
」
「
戦
闘
中
の
他
国
軍

へ
の
武
器
・
弾
薬
の
提
供
」
な
ど
を
自

衛
隊
の
任
務
と
し
て
明
記
し
て
い
ま
す
。

問
題
は
、
安
倍
の
「
戦
後

70
年
談
話
」

や
戦
争
法
の
強
行
に
た
い
し
て
、
「
ア
メ

リ
カ
の
い
い
な
り
に
な
る
か
ら
反
対
す

る
」
と
い
う
問
題
の
立
て
方
で
は
、
通

用
し
な
い
、
勝
て
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
安
倍
は
、
強
盗
同
盟
と
し
て
の
日

米
安
保
を
使
っ
て
、
労
働
者
階
級
に
自

国
帝
国
主
義
の
「
共
同
の
利
益
」
を
担

わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

「
ア
メ
リ
カ
の
い
い
な
り
に
な
る
か
ら
反

対
」
と
い
う
問
題
の
立
て
方
は
、
「
日
本

の
国
益
の
た
め
の
戦
争
な
ら
ど
う
す
る

の
だ
」
と
い
う
安
倍
の
恫
喝
に
、
ま
っ

た
く
対
抗
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
国
益
」
と
は

１
％
の
資
本
家

だ
け
の
利
益

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
戦
争
重
圧
の

な
か
で
休
戦
ラ
イ
ン

38
度
線
を
は
さ
ん

だ
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
情
勢
は
、
日
本
帝

国
主
義
の
戦
争
衝
動
を
激
し
く
た
か
め

て
お
り
、
実
際
に
米
軍
と
自
衛
隊
は
出

動
態
勢
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
安

倍
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
益
の
た
め
で
は

な
く
日
本
の
国
益
の
た
め
に
、
朝
鮮
有

事
で
の
出
兵
と
自
衛
隊
の
武
力
行
使
に

動
き
出
し
て
お
り
、
「
個
別
的
自
衛
権
」

に
あ
ら
か
じ
め
屈
服
し
認
め
て
い
る
共

産
党
を
は
じ
め
と
す
る
政
治
勢
力
を
い

か
に
束
ね
て
も
、
「
対
テ
ロ
戦
争
」
「
自

衛
戦
争
」
論
に
よ
っ
て
帝
国
主
義
戦
争

を
貫
こ
う
と
す
る
支
配
階
級
に
よ
っ
て

労
働
者
階
級
の
隊
列
を
分
断
さ
れ
、
戦

争
協
力
に
翼
賛
さ
れ
か
ね
な
い
と
い
う

7
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こ
と
で
す
。

実
際
に
、
戦
争
法
に
対
し
て
国
会
行

動
を
呼
び
か
け
て
い
る
シ
ー
ル
ズ
や
民

青
同
盟
は
、
「
警
察
は
敵
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
「
体
制
転
覆
や
革
命
を
呼
び
か
け
る

団
体
と
は
無
縁
で
す
」
と
運
動
の
方
向

を
体
制
内
的
に
限
定
し
て
お
り
、
支
配

階
級
に
と
っ
て
は
、
無
力
な
存
在
で
あ

り
、
利
用
で
き
る
存
在
に
な
っ
て
い
ま

す
。現

在
の
戦
争
の
危
機
が
帝
国
主
義
の

存
立
の
危
機
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
帝

国
主
義
の
生
き
残
り
を
か
け
て
市
場
・

資
源
・
勢
力
圏
の
奪
い
合
い
に
暴
力
的

に
乗
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
労
働
者
階

級
に
訴
え
な
い
な
ら
ば
、
非
和
解
性
は

あ
い
ま
い
に
さ
れ
、
階
級
協
調
に
道
を

あ
け
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
ゼ
ネ
ス
ト
」
と
「
国
際
連
帯
の

強
化
」
で
裁
判
勝
利
へ

い
ず
れ
の
国
の
労
働
者
階
級
に
と
っ

て
も
奴
隷
主
で
あ
る
支
配
階
級
の
危
機

を
利
用
し
て
、
労
働
者
階
級
が
み
ず
か

ら
の
権
力
を
打
ち
立
て
る
以
外
に
、
戦

争
の
危
機
も
戦
争
そ
の
も
の
を
必
然
と

す
る
経
済
的
・
社
会
的
体
制
を
も
な
く

す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

池
田
裁
判
の
意
義
、
課
題
は
、
新
た

な
帝
国
主
義
戦
争
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義

に
よ
る
そ
の
補
完
に
た
い
し
て
、
労
働

者
階
級
の
不
可
分
の
一
体
で
あ
る
労
働

者
兵
士
に
、
ゼ
ネ
ス
ト
と
国
際
連
帯
へ

の
結
集
を
訴
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

イ
ラ
ク
復
興
支
援
で
前
線
の
戦
場
に

米
兵
を
輸
送
し
た
日
帝
の
中
東
侵
略
戦

争
へ
の
踏
み
込
み
は
、
名
古
屋
高
裁
違

憲
判
決
に
よ
っ
て
撤
収
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
帝
国
主
義

は
、
戦
争
法
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
制
限

を
取
り
払
っ
て
、
自
衛
隊
兵
士
を
戦
場

に
送
り
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
特
別
措
置
法
で

規
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
隊
員
の
安

全
配
慮
義
務
を
根
こ
そ
ぎ
に
す
る
こ
と

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

池
田
さ
ん
は
、
イ
ラ
ク
派
兵
中
の
事

故
・
負
傷
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
務
災

害
の
認
定
を
は
ず
さ
れ
、
同
時
に
発
生

し
て
い
た
精
神
疾
患
に
対
し
て
も
、
補

償
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
ま
し
た
。

帝
国
主
義
の
侵
略
戦
争
の
不
正
義
性

ゆ
え
に
、
戦
場
に
お
く
り
こ
ま
れ
た
労

働
者
兵
士
は
た
え
ず
、
動
揺
し
、
精
神

的
に
も
傷
つ
く
の
で
あ
り
、
イ
ラ
ク
戦

争
で
の
米
兵
の
精
神
疾
患
が
数
十
万
単

位
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

イ
ラ
ク
に
派
兵
さ
れ
た
自
衛
隊
員
の

自
殺
者
は

29
人
、
精
神
疾
患
も
数
百
人

に
の
ぼ
る
と
み
ら
れ
ま
す
が
、
精
神
疾

患
に
か
ん
し
て
、
公
務
災
害
の
認
定
を

硬
く
な
に
拒
ん
で
い
る
の
が
自
衛
隊
で

あ
り
、
日
本
政
府
で
す
。

帝
国
主
義
戦
争
に
お
い
て
、
「
か
け
が

え
の
な
い
国
益
」
と
し
て
守
る
べ
き
対

象
は
、
経
済
的
権
益
と
資
本
主
義
体
制

で
あ
り
、
労
働
者
兵
士
の
命
は
使
い
捨

て
の
存
在
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

池
田
裁
判
は

労
働
者
と
兵
士

の
命
と
尊
厳
を
奪
い
返
す
闘
い

動
労
水
戸
の
仲
間
が
、
川
内
原
発
再

稼
動
阻
止
で
原
発
労
働
者
に
訴
え
て
い

ま
す
。

「
国
・
電
力
会
社
は
利
益
の
た
め
に
行

動
す
る
が
原
発
事
故
の
収
束
の
た
め
に

は
責
任
を
と
ら
な
い
。
責
任
を
と
り
き

れ
る
の
は
労
働
組
合
だ
。
ス
ト
ラ
イ
キ

を
や
っ
て
被
曝
労
働
と
原
発
を
と
め
よ

う
！
」

戦
争
法
と
侵
略
戦
争
に
対
し
て
、「
国
・

資
本
家
階
級
は
自
分
た
ち
の
私
的
利
益

の
た
め
に
行
動
す
る
が
、
戦
争
・
核
戦

争
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
る
労
働
者
階
級
の

命
は
一
顧
だ
に
し
な
い
。
責
任
を
と
り

き
る
の
は
労
働
組
合
だ
。
ゼ
ネ
ス
ト
と

国
際
連
帯
で
労
働
者
と
兵
士
の
命
と
尊

厳
を
守
ろ
う
！
」

こ
れ
が
、
侵
略
戦
争
を
開
き
直
る
安

倍
の
「
戦
後

70
年
談
話
」
と
９
月
参
議

院
で
の
採
決
強
行
に
た
い
す
る
労
働
者

階
級
の
闘
い
方
で
あ
り
、
沸
き
起
こ
る

１
０
０
０
万
規
模
の
怒
り
と
憤
激
と
と

も
に
進
み
勝
利
を
切
り
開
く
道
で
す
。

９
月

17
日
に
進
行
協
議
が
行
わ
れ
ま

す
。
現
在
、
事
故
と
負
傷
に
た
い
す
る

自
衛
隊
の
責
任
の
が
れ
と
退
職
強
要
の

隠
蔽
工
作
を
打
ち
破
り
、
闘
う
弁
護
団

と
と
も
に
、
裁
判
の
再
開
に
む
け
て
、

全
力
で
闘
っ
て
い
ま
す
。

池
田
裁
判
を
と
も
に
闘
う
組
織
と
体

制
を
つ
く
り
だ
し
な
が
ら
、
帝
国
主
義

の
侵
略
戦
争
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
に
よ

る
そ
の
補
完
・
救
済
を
打
ち
破
り
、
ゼ

ネ
ス
ト
と
国
際
連
帯
を
、
労
働
者
・
兵

士
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
し
て
い
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

了
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